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主 論 文 の 要 旨



補 助 用 紙

a)儀威仁おいてバルクな凝縮状取のままでい3

L､勾配エネ)L,ギーの恩赦を生L'･､て しまう.現

象の糸でtユ､ニ0)傾城でオーダ-パラメタ一己

/†ル'/の水倦ク､ら灸化三せ3卑で碑果糖壬句風

J13わJlだ､が､ニのと′き CDOFe-r対の内部対,%'性

の異rj3A相と日額TLヨニ0)頗域の楓且.久が､自

由1ネルギーが九きく異tc15卑が示亡れた｡
も層径がノト空い魅晩においてLa勾配エネルギ

ーが,@の水終が艶針73が､ A相での稗契傾城

の水路Ja本硬的にバルクヒ伺Ltt A'βrl水難7iのに

対し..百億にぉいてr言及健エスJレで-o)高い絶

ァo払vj太線Lね5｡二のたy'､ニの鹿る幾何形状
で1aバJL,I) 3)状賂ヒ翼fd I)､弱鹿骨ノ降級(:ぉい

て盲A傾がI3相(:対して辛,tLtJ3o ごら/ニ数

値打算吉行か､､二の鹿Ta氷見がと.､二まで飽く
か鹿各キ各色椎田した｡その巌乳､弱席令藤牧

にかいて古臨界半径:RL-g吾が得られた｡ニ

の路界半径の大き亡がら､ 8,7B-A僧の/f6転稗

の晩生萩に碑.与してい5卑が千舟ごれ5｡まT=
史験6うに及廟状熊.をFa1足73牙克として像風気

共鳴扱が考ぇられ5a 碑に毛簡単径が3ち机下

の湯谷r-は良催占 I=両相互区別i が出泉3｡
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補 助 用 紙

楓嵐丸久鳴の際･=帝政場乙毛僚和才向f=6p加1

3ヒ､ B相(F払p状幣-tなっ てい5d) I=おいて

･ユバ､ル')のpoQay状絡ヒ可Lt･オ･-ダ-パラメタ-

壬蒋7状況にTJリ､鉄夫鳴/a轟く､横共感でLa

∠arfYL叶礁勧敬がらiE_オ向へ共鳴吸動数がンフト

i3｡
-すA相においてIa.敵失感1371dく､横

井鳴においても毛僚中にiE負帝オ向c)I/7トモ

与ん∋鎖域が蕗左し,腐局共鳴風動数L3 Jarmov

取勧徽に一敦て3｡
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